
 

 

 

  平成 30年度にひまわり分校中学部を卒業した先輩が、3月に鳥取聾学校の高等部を卒業し、4月

より社会人としてがんばっておられます。今回は 3名の先輩より近況や就労に向けて取り組んだこと等

について知らせていただきましたので紹介します。 

 

毛利 輝さん（米子市役所） 
○仕事の様子について 

入庁して、2 ヶ月が経ちました。初めの頃は印刷や封詰めが主な仕事でした。しかし、私が絵が得

意だということで、5月頃より、市報のイラストや紙芝居のキャラクター作成など、絵に関する仕事を

任されて、今も一生懸命絵を描いています。市長からも会議室に飾る絵の仕事を受けました。こんな

に早く絵の仕事が来るとは思わなかったので驚いていますが、自分の特技を活かすことができて、

とても嬉しく思っています。 
 

○就職に向けて取り組んだこと 

元々故郷である米子市で働きたいという気持ちがありました。地域のために役に立てるような仕

事に就きたいと考えるようになったのは、高校の時に市役所の見学をしたのがきっかけです。高等

部 2年から公務員になるために、担任の先生方と一緒に勉強に励みました。勉強方法は、1日 1

枚の小テストを出してもらい、それに向けた範囲の勉強をしました。とにかく繰り返し何度もテキスト

をこなしたことにより、学力を身につけることができたと思います。 
 

○コミュニケーションについて 

人工内耳を装着していますが、コロナのため、マスクをして 

いるので、口が見えず、コミュニケーションの面では大変です。 

同僚はそのことを理解して下さり、筆談やゆっくり話すなどの 

方法でコミュニケーションをとっています。また仕事以外にも 

プライベートな話もした方が周りとの関係が広がると思って 

少しずつ会話をしています。課長が提案した、毎日の朝礼の 

時に、手話を１つずつ教えるという役も任されています。この 

ように職場の皆さんが手話を覚えようとしてくれていることを 

大変ありがたく、嬉しく思っています。 
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小村 充さん（特定非営利活動法人「あおぞら」） 
○仕事の様子について 

私は、特定非営利活動法人「あおぞら」で刺しゅうや受託作業をしています。ミシン作業もしてい

ます。仕事の中では、刺しゅうが楽しいです。少しずつですが新しい縫い方を覚え、難しいイラストの

刺しゅうを縫っています。受託作業は、他社から依頼されたことを 1つ１つ丁寧にしています。 
 

○就職に向けて取り組んだこと 

「あおぞら」に入った理由は、自分の障がいのことを考えたときに、はじめから一般の会社で働く

のは不安だったからです。「あおぞら」では、自分の障がいを知り、そして人に伝えられる勉強と練習

をしています。その力を身につけられるようがんばっています。 
 

○ひまわり分校のみなさんへ 

仕事をする時は、いろいろ大切なことがあります。1番はコミュニケーションです。きこえない、きこ

えにくい人は、自分に合ったいろいろな方法でコミュニケーションをしています。私の職場では、スタ

ッフが手話を少しずつ覚えようとしてくれています。手話を覚えてもらうためには、自分から手話を交

えてのコミュニケーションをするといいです。皆さんも是非やってみてください。そして日常生活でも

練習として筆談や身振り等いろいろな方法でコミュニケーションをとってみると、社会人になってから

役に立つと思います。応援しています。 

 

 

 

仲曽 千夏さん（株式会社「源吉兆庵米子工場」） 
○仕事の様子について 

製菓工場で、流れ作業の仕事をしています。他にも、使った道具などの洗浄も行っています。流れ

作業なので、他の社員の方とのコミュニケーションを大切にしながらがんばっています。 
 

○就職に向けて取り組んだこと 

希望していた仕事内容とは違いましたが、職場体験をさせてもらい、とても楽しく働くことができた

ことで、現在の勤め先に就職したいと強く思いました。できること（どんなサポートがあればできるか

など）が伝えられるように自分のことについて考えました。また運転免許の取得、通勤手段の確認は

とても大切だと思いました。 
 

○ひまわり分校のみなさんへ 

体験したことのないことに沢山チャレンジして、自分の可能性を見つけて、何ができて、何ができ

ないのか、自分で相手に伝えられるように。失敗しても大丈夫です。次に失敗しないための方法を

自分で考えられる力を身につけることが大切だと思います。 

 

卒業生のみなさんが社会人としてがんばっておられ様子が伝わってきます。働くこと、

社会人として過ごすことは、楽しいことばかりではないと思います。周りの方の援助を受

けながらも自立した生活や社会参加に向けて必要なスキルを高め、困難なことも乗り越え

て、充実した人生を歩んでください。ひまわり分校のみんなも応援しています。 

 


